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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第７部門第３区分
【発行日】平成20年9月25日(2008.9.25)

【公開番号】特開2007-67753(P2007-67753A)
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【年通号数】公開・登録公報2007-010
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【国際特許分類】
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【手続補正書】
【提出日】平成20年8月8日(2008.8.8)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　被写体像を撮影して画像データを生成する撮影手段と、
　前記撮影手段により生成された画像データを記録する記録手段と、
　前記記録手段に記録されている画像データを表示する表示手段と、
　第１の撮影モードと第２の撮影モードとを含む複数の撮影モードうち一の撮影モードを
設定する設定手段と、
　前記設定手段により第１の撮影モードが設定されているときに前記撮影手段により生成
された第１の画像データを前記記録手段に記録させる第１の記録制御手段と、
　前記設定手段により第２の撮影モードが設定されているときに前記撮影手段により生成
された第２の画像データを前記記録手段に記録させる第２の記録制御手段と、
　前記設定手段により第２の撮影モードが設定されているときに、前記記録手段に記録さ
れている画像データのうち前記第２の画像データのみを前記表示手段に表示させる第１の
表示制御手段と
　を備える電子カメラ。
【請求項２】
　前記設定手段は、
　前記第２の撮影モードをくり返し設定し、
　前記第２の記録制御手段は、
　前記設定手段により第２の撮影モードが新たに設定されているときに前記撮影手段によ
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り生成された最新の画像データを前記記録手段に記録させ、
　前記第１の表示制御手段は、
　前記設定手段により第２の撮影モードが新たに設定されているときに、前記記録手段に
記録されている画像データのうち、前記最新の第２の画像データをのみを前記表示手段に
表示させる
　請求項１の電子カメラ。
【請求項３】
　前記第１の撮影モードまたは前記第２の撮影モードが設定されているときにおいて前記
撮影手段により新たな第２の画像データが生成される度に、当該新たな第２の画像データ
を特定する特定情報を所定の記憶領域に記憶させていく記憶制御手段と、
　前記設定手段により第２の撮影モードが設定される度に、前記記憶領域に記憶されてい
た前記特定情報を消去する消去手段と、を更に備え、
　前記記憶制御手段は、
　前記消去手段により前記特定情報が消去された後も、前記撮影手段により新たな画像デ
ータが生成される度に、当該新たな画像データを特定する特定情報を所定の記憶領域に記
憶させていき、
　前記第１の表示制御手段は、
　前記設定手段により第２の撮影モードが設定されているときに、前記記録手段に記録さ
れている画像データのうち、前記記憶領域に記憶されている特定情報により特定される画
像データのみを前記表示手段に表示させる
　請求項１の電子カメラ。
【請求項４】
　ユーザの操作に応答して、電子カメラに指示を与える操作手段と、
　前記第１の撮影モードと前記第２の撮影モードとを含む複数の撮影モードうち一の撮影
モードを選択する選択手段を備え、
　前記選択手段により前記第２の撮影モードが選択された場合に、前記表示手段に前記操
作手段の特定の操作手順を表示させる第２の表示制御手段と、
　前記設定手段は、
　前記操作手段に対し前記特定の操作手順に従う操作がなされた場合にのみ、前記第２の
撮影モードを設定する
　請求項１の電子カメラ。
【請求項５】
　前記操作手段に対し前記特定の操作手順に従う操作がなされた場合にのみ、前記設定手
段により設定された第２の撮影モードを解除する解除手段を更に備える
　請求項４の電子カメラ。
【請求項６】
　被写体像を撮影して画像データを生成する撮影手段と、前記撮影手段により生成された
画像データを記録する記録手段と、前記記録手段に記録されている画像データを表示する
表示手段と、を備える電子カメラにおける画像データの再生方法であって、
　第１の撮影モードと第２の撮影モードとを含む複数の撮影モードうち一の撮影モードを
設定する設定ステップと、
　前記設定ステップにおいて第１の撮影モードが設定されているときに前記撮影手段によ
り生成された第１の画像データを前記記録手段に記録させる第１の記録制御ステップと、
　前記設定ステップにおいて第２の撮影モードが設定されているときに前記撮影手段によ
り生成された第２の画像データを前記記録手段に記録させる第２の記録制御ステップと、
　前記設定ステップにおいて第２の撮影モードが設定されているときに、前記記録手段に
記録されている画像データのうち前記第２の画像データのみを前記表示手段に表示させる
表示制御手ステップと
　を含む再生方法。
【請求項７】
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　被写体像を撮影して画像データを生成する撮影手段と、前記撮影手段により生成された
画像データを記録する記録手段と、前記記録手段に記録されている画像データを表示する
表示手段と、を備えるコンピュータを、
　第１の撮影モードと第２の撮影モードとを含む複数の撮影モードうち一の撮影モードを
設定する設定手段、
　前記設定手段により第１の撮影モードが設定されているときに前記撮影手段により生成
された第１の画像データを前記記録手段に記録させる第１の記録制御手段、
　前記設定手段により第２の撮影モードが設定されているときに前記撮影手段により生成
された第２の画像データを前記記録手段に記録させる第２の記録制御手段、
　前記設定手段により第２の撮影モードが設定されているときに、前記記録手段に記録さ
れている画像データのうち前記第２の画像データのみを前記表示手段に表示させる第１の
表示制御手段、
　として機能させるプログラム。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００６
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００６】
　上記課題を解決するために、請求項１に記載の発明では、被写体像を撮影して画像デー
タを生成する撮影手段と、前記撮影手段により生成された画像データを記録する記録手段
と、前記記録手段に記録されている画像データを表示する表示手段と、前記第１の撮影モ
ードと前記第２の撮影モードとを含む複数の撮影モードうち一の撮影モードを設定する設
定手段と、前記設定手段により第１の撮影モードが設定されているときに前記撮影手段に
より生成された第１の画像データを前記記録手段に記録させる第１の記録制御手段と、前
記設定手段により第２の撮影モードが設定されているときに前記撮影手段により生成され
た第２の画像データを前記記録手段に記録させる第２の記録制御手段と、前記設定手段に
より第２の撮影モードが設定されているときに、前記記録手段に記録されている画像デー
タのうち前記第２の画像データのみを前記表示手段に表示させる第１の表示制御手段とを
備えるものとした。
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００７
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００７】
　また、請求項２に記載の発明では、前記設定手段は、前記第２の撮影モードをくり返し
設定し、前記第２の記録制御手段は、前記設定手段により新たな第２の撮影モードが設定
されたときに前記撮影手段により生成された画像データのみを、最新の第２の画像データ
として前記記録手段に記録させ、前記第１の表示制御手段は、前記設定手段により第２の
新たな撮影モードが設定されたときに、前記記録手段に記録されている画像データのうち
、前記最新の第２の画像データをのみを前記表示手段に表示させるものとした。
【手続補正４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００８
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００８】
　また、請求項３に記載の発明では、前記第１の撮影モードまたは前記第２の撮影モード
が設定されているときにおいて前記撮影手段により新たな第２の画像データが生成される
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度に、当該新たな第２の画像データを特定する特定情報を所定の記憶領域に記憶させてい
く記憶制御手段と、前記設定手段により第２の撮影モードが設定される度に、前記記憶領
域に記憶されていた前記特定情報を消去する消去手段と、を更に備え、前記記憶制御手段
は、前記消去手段により前記特定情報が消去された後も、前記撮影手段により新たな画像
データが生成される度に、当該新たな画像データを特定する特定情報を所定の記憶領域に
記憶させていき、前記第１の表示制御手段は、前記設定手段により第２の撮影モードが設
定されているときに、前記記録手段に記録されている画像データのうち、前記記憶領域に
記憶されている特定情報により特定される画像データのみを前記表示手段に表示させるも
のとした。
【手続補正５】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００９
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００９】
　また、請求項４に記載の発明では、ユーザの操作に応答して、電子カメラに指示を与え
る操作手段と、前記第１の撮影モードと前記第２の撮影モードとを含む複数の撮影モード
うち一の撮影モードを選択する選択手段を備え、前記選択手段により前記第２の撮影モー
ドが選択された場合に、前記表示手段に前記操作手段の特定の操作手順を表示させる第２
の表示制御手段と、前記設定手段は、前記操作手段に対し前記特定の操作手順に従う操作
がなされた場合にのみ、前記第２の撮影モードを設定するものとした。
【手続補正６】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１０
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１０】
　また、請求項５に記載の発明では、前記操作手段に対し前記特定の操作手順に従う操作
がなされた場合にのみ、前記設定手段により設定された第２の撮影モードを解除する解除
手段を更に備えるものとした。
【手続補正７】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１１
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１１】
　また、請求項６に記載の発明では、被写体像を撮影して画像データを生成する撮影手段
と、前記撮影手段により生成された画像データを記録する記録手段と、前記記録手段に記
録されている画像データを表示する表示手段と、を備える電子カメラにおける画像データ
の再生方法であって、前記第１の撮影モードと前記第２の撮影モードとを含む複数の撮影
モードうち一の撮影モードを設定する設定ステップと、前記設定ステップにおいて第１の
撮影モードが設定されているときに前記撮影手段により生成された第１の画像データを前
記記録手段に記録させる第１の記録制御ステップと、前記設定ステップにおいて第２の撮
影モードが設定されているときに前記撮影手段により生成された第２の画像データを前記
記録手段に記録させる第２の記録制御ステップと、前記設定ステップにおいて第２の撮影
モードが設定されているときに、前記記録手段に記録されている画像データのうち前記第
２の画像データのみを前記表示手段に表示させる表示制御手ステップとを含む方法とした
。
【手続補正８】
【補正対象書類名】明細書
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【補正対象項目名】００１２
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１２】
　また、請求項７に記載の発明では、被写体像を撮影して画像データを生成する撮影手段
と、前記撮影手段により生成された画像データを記録する記録手段と、前記記録手段に記
録されている画像データを表示する表示手段と、を備えるコンピュータを、前記第１の撮
影モードと前記第２の撮影モードとを含む複数の撮影モードうち一の撮影モードを設定す
る設定手段、前記設定手段により第１の撮影モードが設定されているときに前記撮影手段
により生成された第１の画像データを前記記録手段に記録させる第１の記録制御手段、前
記設定手段により第２の撮影モードが設定されているときに前記撮影手段により生成され
た第２の画像データを前記記録手段に記録させる第２の記録制御手段、前記設定手段によ
り第２の撮影モードが設定されているときに、前記記録手段に記録されている画像データ
のうち前記第２の画像データのみを前記表示手段に表示させる第１の表示制御手段、とし
て機能させるプログラムとした。
【手続補正９】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１３
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正１０】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１４
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１４】
　本発明によれば、ユーザが撮影した画像が他人に見られることを防止できる。
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